
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『ゆる自炊 BOOK』  

オレンジページ編集部:著 
料理の本って実際に作らなくて

も眺めるだけで楽しいですよね。

ここに出てくるメニューの数々

は、料理するハードルをグッと下

げてくれるうえに写真がおいし

そうで、何度も開きたくなること

間違いなし！週末は自分が作る

と言えば、家族も大喜び！ 

１０月４日放課後、山田友範

先生による偏愛の世界アウ

トドア沼を開催しました。子

どもの時から愛してやまな

い釣り、そして山岳部に入

ってからハマった山登りに

ついて、たっぷりと語って

もらいました。 

日高高校山岳部の夏の南アルプス

登山についても部長から報告があ

り、夏山の美しい写真や険しい道の

話など、魅力が十分に伝わってきま

した。最後はキャンプ道具で沸かし

たお湯でコーヒーを淹れ、釣り道具

やキャンプ用品を触らせてもらい、

アウトドア気分を味わいました。 

山岳部が登った山で撮った写真がイン

スタグラムにアップされています。とて

も素敵な写真ですので、ぜひ覗いてみ

てください。 

図書館の使い方 

開館時間  月～金 ８：３０～１６：３０ 

長期休みの開館日、時間は図書館だよりで連絡します 

貸出規則  2週間 5冊まで 

リクエスト・予約制度あります 

 

予告 
１１月１日(金)～１１月１４日(木) 

校内読書週間 
 

偏愛の世界 
百人一首沼 
１１月８日(金) 

 

１１月１日は古典の日。それに

ちなんで今回は日本文学の

古典をテーマに話してもらい

ます。放課後は図書館に集

合！ 

図書館クイズ 

図書館内に掲示されたクイ

ズに挑戦!! 

全問正解できるか!? 

 

謎解き DE図書館 

今年もやります、図書館で謎

解き。御坊市立図書館司書

とコラボした館内探検謎解

き！謎を解くうちに図書館

に詳しくなります。 

 

読書週間ポスター 

図書委員が所属するクラブ

で写真を撮り、読書週間ポス

ターに仕上げます。どんなポ

ーズになるか、校内掲示を楽

しみにしてください。 

どんどん涼しくなって、やっと秋らしくなりまし

たね。スポーツの秋、芸術の秋、食欲の秋、いろ

いろな秋がありますが、図書館としては、やはり 

          を推したいです。軽いも

のから重厚なものまで、小説から百科事典ま

で、読むものに困らないのが図書館です。ぜひ

気軽に足を運んでください！ 

読書の秋 

司書の編集後記 

この間ラヂオで『本を読んだことがない３２歳が

はじめて本を読む 走れメロス･一房の葡萄・杜

子春･本棚』という本が紹介されていました。著者

のみくのしんさんはライターなのに文字を読むこ

とが苦手で、３２歳になるまで本を読まずにきた

そうです。で、はじめに太宰治の『走れメロス』か

ら手をつけるんですが、彼はまず音読するんで

す。昔の人が本を読む時は音読が主だったという

のを思い出して、やはり初心者は音読なんよね～

と合点がいったのでした。また、冒頭の主人公を

紹介する文を読んで、｢ここ覚えといた方がい

い?｣とか「十里はなれたってどういう意味？」と

単位の｢里｣を知らなかったからまったく理解で

きなかったということが分かった、とか、本を読

むのが苦手ってそういうことなのか、と目からウ

ロコが落ちたのでした。相手のかまどさんはみく

のしんさんにずっと付き添って解説したり、そこ

はそんなに気にしなくていいと助言したり、丁寧

に寄り添うんです。そんな人が身近にいたら本に

手を出そうかな、と思う人も増えるんじゃないか

と感じたのでした。図書館で司書と一緒に音読し

ながら文学作品を読む会、やってみませんか。 

『ガクサン』 佐原実波:著 

参考書出版社に中途入社した茅野が

出会った、参考書オタクの福山を中心

に繰り広げる数々の事件。参考書作成

や受験の常識、勉強の仕方まで幅広

い内容になっていて、読むだけでやる

気が湧いてくるかも！ 

軽 

重 
『しろいろの街の、 

その骨の体温の』  

村田沙耶香:著 
文章は決して重くないんです

が、内容が超ヘビィ。女子ってこ

うやったなーと大人になったら

遠い過去として受け止められま

すが、現在進行形で女子の皆さ

んには苦しくて、でも読み進め

てしまう、ずっと心に引っかか

る本です。 

小説じゃなくても読書 


